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ものであるが、もし、以上のうちの何かが欠けるならば、その共




























































































































































































































して一箇所（Ⅳ11, 1295b23─24）挙げている（pp. 233─234 n. 16）が、確かではない。
  3）市民的友愛を協和と重ね合わせる見解は『エウデモス倫理学』においてもみることができる（EE
Ⅶ7）。市民的友愛と協和の関係については、石井（2007）pp. 36─39を参照のこと。







  6）荒木（2011）もまた、国家を四原因論においてとらえている（pp. 226─230）。
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  7）加藤（1994）によると、autarkeiaという語は、自己 auto-と充足 arkesという二部分から成る（p. 
368 n. 4）。
  8）Broadie and Rowe（2002）p. 275.
  9）神は自身が善の根拠であるため、自己を思惟すること以外のいかなるものも必要としない（EEⅦ
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